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― 発熱外素継続     6/19原則、全医療機関

5/22急速に患着敷増加する地域 で診薇

5/22患者発生が少数の地域  6/19患者の一体の入院措  10/1■症患者の増加に備
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発症率

入院率

重症化率

中位設定

20%

1.5%

0.15%

ピーク時の外来患者数
76万人

新規の罹患者数

高位設定

30%

2.5%

0.5%

※ 各都道府県において医療体制を確

保するための参考として示す仮定の

流行シナリオであり、実際の流行予測

を行つたものではない。

ピーク時の入院患者数
約4万 6千人

入院している患者数
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《課題》

1.重症患者数の増加に対応できる病床等の確保

2.重症患者の救命を最優先とする診療体制の充実

3.基礎疾患を有する者等の感染防止対策の強化

○ 罹患率や重症化率等を内容とする「新型インフルエンザの流行
シナリオ」の提供や、医療提供体制の確保・取扱に関する情報提

供を行い、都道府県の対応を支援

○ 都道府県、関係団体等に対し具体的な取り組みを要請
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1.重症患者数の増加に対応できる病床等の確保
○ 都道府県における重症患者の発生数等について検討

(新型インフルエンザの流行シナリオを示し、地域別の推計方法を提示)

○ 都道府県における医療提供体制について確認

(外来医療体制、入院診療医療機関の病床数、人工呼吸器保有台数等)

○ 上記の状況を比較し、地域の実情に応じた対策を検討

先とする診療体制の
○ 外来医療の確保

(電話相談事業の拡充、住民への啓発、診療時間延長など診療所との連携)

○ 入院医療の確保

(定員超過の取扱い明確化、受入体制の把握と調整、妊婦等の重症者の受入体制の把

握、県境を越えて搬送口受入を行う場合の調整)

O医 療機関、医療従事者等への情報提供

(院内感染対策の徹底、新型インフルエンザ診療の考え方・症例集等).

夏 基礎疾患を有する者等の感染防止爽止対策の強化

○ 院内感染対策の徹底

(医療従事者向けガイドライン、基礎疾患を有する者等を対象とした手引きの作成)

発熱外来設置箇所数の推移 (平成21年5月 ～6月 )
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ヽ 平成21年 5月 12日 ～6月 17日 までに都道府県から厚生労働省に対して行われた報告数を積み上げたもの 、設置予定は含まない)



発熱外来受診患者数の推移 (平成21年 5月 ～6月 )
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平成21年 5月 8日 ～6月 17日 までに都道府県から厚生労働省に対して行われた報告数を積み上げたもの
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1200

‐日入院患者数

‐・ ‐基礎疾患等あり患者数

ロロ 重症患者数

(人工呼吸器装着/1日症4CU入室)

■十 .死亡者数

―●―定点当たり報告数
※※

1:01:6150154

副繋

妊婦

慢性呼吸器疾患

慢性心疾患

糖尿病

慢性腎疾患

免疫抑制状態

神経・神経筋疾患

血液疾患

慢性肝疾患

その他の基礎疾患

基礎疾患なし

「羅許累積慧著薮
|_鉤1998万本
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n=17640

62.8%

平成22年 3月 23日 の報告までノ厚生労働省
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※  厚生労働省 新型インフルエンザ入院サーベイランスによる週あたりの報告数 平成22年 3月 21日時点

※※ 厚生労働省 感染症発生動向調査インフルエンザ定点医療機関における週あたりの外来患者報告数

入院患者における疾患群別の

基礎疾患保有率(重複あり)



妊婦

慢性呼吸器疾患

慢性心疾患

糖尿病

慢性腎疾患

免疫抑制状態

神経・神経筋疾患

血液疾患

慢性肝疾患

その他の基礎疾患

基礎疾患なし
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10.8%8.0%     4.4%
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1 0.546%

10,4%.2%

11・り1%
|°,管%
10.14%
姜 6.0%

目■115歳未満

n=13976

15歳以上

n= 3664

20。フ%
70.5%

33.5%

年齢階級別入院患者における疾患群別の
基礎疾患保有率(重複あり)

平成22年 3月 23日 の報告までノ厚生労働省
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n=1646妊婦

慢性呼吸器疾患

慢性心疾患

糖尿病

慢性腎疾患

免疫抑制状態

神経・神経筋疾患

血液疾患

慢性肝疾患

その他の基礎疾患

基礎疾患なし
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m 4s%

tr,5.o%
J3,L%
3 z.sv"
in 3.2%

3 Ls%

E 0.9%

m13.2%

21.フ%

55。7%

重症患者における疾患群別の

基礎疾患保有率(重複あり)

平成22年 3月 23日 の報告までノ厚生労働省



妊婦

慢性呼吸器疾患

慢性心疾患

糖尿病

慢性腎疾患

免疫抑制状態

神経・神経筋疾患

血液疾患

慢性肝疾患

その他の基礎疾患

基礎疾患なし

E_「
10-.

年齢階級別重症患者における疾患群別の

基礎疾患保有率(重複あり)
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年齢階級別にみた死亡者数

日目目 15歳未満

n=1130

15歳以上
n= 516

67:6%

平成22年 3月 23日 の報告までノ厚生労働省
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入院患者100人当たりの年齢階級別死亡数
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脳症・1歯 炎

肺炎

多臓器不全

心筋炎

心不全

頭蓋内出血

DIC

不明

|

11%
|

11%
|

8%

5%

日 目3%

24%

n=38

小児(15歳未満)における死因(重複あり)
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肺炎

敗血症

心筋炎

心不全

基礎疾患の増悪

脳症・1図炎

脳卒中

不明

肺炎

基礎疾患の増悪

多臓器不全

呼吸不全

心不全

心筋炎

ARDS

脳症

不明

6%

6%

4%

4%

3%

3%

3%

n=104

15歳以上65歳未満における死因(重複あり)
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平成22年 3月 23日 の報告までノ厚生労働省
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高齢者(65歳以上)における死因(重複あり)



慢性呼吸器疾患

慢性心疾患

糖尿病

慢性腎疾患

免疫抑制状態

血液疾患

神経疾患口神経筋疾患

慢性肝疾患
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|

|

F4%

■2%
n=56

高齢者(65歳以上)死亡例の基礎疾患(重複あり)
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・００ 一‐  一‐   ―― ―― ―――― 一一一 一 ―「- 200

――‐受診率
(左 目盛り)

●■■ 入院率
(右目盛り) ――1 120

5-   10-   15-   20-   30-   40-   50-   60-   70-

年齢階級別受診率及び入院率
(年齢階級別人口当たり)

平成21年 3月 3日 から平成22年 3月 16日 の報告までノ厚生労働省
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(%)
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0.02

30- 50-

年齢階級別入院率、重症化率及び致死率
(推定受診者100人当たり)

年齢階級別受診率及び入院率
(年齢階級別人口当たり)

平成21年 8月 3日 から平成22年3月 16日 の報告までノ厚生労働省

5-   10-  15-  20‐   30-  40-  50-  60-  70-

___入院率
(左 目盛り)

■■■重症化率
(右 日盛り)

. 1 致死率
(右 目盛り)

平成21年 8月 3日 から平成22年 3月 16日 の報告までノ厚生労働省



当初 7.2万人分 1.6億 円

補正 742.8万 人分 162億円
257万人分

補工 300万人分 72億円
予備費 300万人分 68億円

1,093万人分

補正 1,330万人分 347億円

1,150万人分

18年度～19年度
1,050万人分

21年度～23年度
1,330万人分

651億円 3,000万人分 2,380万人分

21年度～23年度
133万人分

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

合 計

18年度

19年度

20年度

21年度

当初  30万人分 9.1億円
補正  30万人分 8.3億円

補正  75万人分 22億円 93万人分

補正 133万人分 39億円

165万 人分

合 計 78億円 300万人分 133万人分




